
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
が
好
調
で
す
。
信
州
の
友

人
に
よ
る
と
、
週
末
に
は
上
田
城
や
記
念
館
が
観
光
客

で
ご
っ
た
が
え
し
て
い
る
と
か
。
こ
の
人
気
に
あ
や
か

ろ
う
と
、
全
国
の
「
真
田
ゆ
か
り
の
地
」
が
関
連
イ
ベ

ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
秋
田
で

も
亀
田
藩
主
に
嫁
い
だ
真
田
信
繁
の
娘
・
お
田
の
方
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
。

流
行
に
乗
っ
て
当
館
に
も
真
田
ゆ

か
り
の
史
料
が
な
い
か
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
「
真
田

昌
幸
書
状
」
の
文
字
が
！

昌
幸
と

言
え
ば
信
繁
の
父
。
ち
な
み
に
こ
の

役
を
演
じ
る
某
ダ
ン
デ
ィ
俳
優
、
三

十
年
前
に
は
別
の
真
田
ド
ラ
マ
で
主

人
公
の
信
繁
役
を
つ
と
め
て
い
ま
す

か
ら
、
よ
く
よ
く
真
田
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
で
す
。

さ
て
、
件
の
史
料
は
「
秋
田
藩
家

蔵
文
書

」
（
Ａ
二
八
〇
―
六
九
―

24

二
四
）
の
文
書
で
す
。
古
文
書
倶
楽

部
愛
読
者
の
皆
様
は
ご
存
じ
の
と
お

り
、
家
蔵
文
書
と
は
藩
が
家
中
か
ら

ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
み
た
ら
…

～
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
ほ
か
～

集
め
た
所
蔵
文
書
を
書
き
写
し
た
も
の
。
つ
ま
り
、
残

念
な
が
ら
昌
幸
の
真
筆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
蔵
者
は

小
野
寺
桂
之
介
道
宴
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
人
物
に
関
す
る
史
料
が
な
い
か
調
べ
て
み
た
と

こ
ろ
、
あ
り
ま
し
た
。
「
諸
士
系
図

遠
部
」
（
Ａ
二
八

八
．
二
―
五
九
〇
―
五
）
と
「
小
野
寺
氏
系
譜
」
（
Ａ

二
八
八
．
二
―
一
三
五
一
）
で
す
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と

道
宴
の
先
祖
で
あ
る
道
元
は
、
小
野
寺
の
前
は
高
橋
を

名
乗
っ
て
お
り
、
北
条
氏
政
や
武
田
勝
頼
の
も
と
で
戦

功
を
あ
げ
た
の
ち
、
真
田
昌
幸
に
仕
え
ま
す
。
天
正
十

年
（
一
五
八
二
）
、
長
尾
瀬
と
岡
谷
（
い
ず
れ
も
「
国

郡
未
詳
」
）
で
「
鎗
下
の
高
名
」
を
あ
げ
、
昌
幸
が
書

状
を
授
け
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
…
。

実
は
、
「
真
田
昌
幸
書
状
」
は
二
通
あ
る
の
で
す
！

ど
ち
ら
が
そ
の
書
状
な
の
か
、
そ
も
そ
も
二
通
は
ど
う

違
う
の
か
…
。
ま
ず
は
、
実
際
に
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

原
本
以
外
に
も
閲
覧
室
の
複
製
本
や
、
公
文
書
館
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
鍋
島

真
】

平
成
二
八
年
度
の
公
文
書
館
講
座
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
古
文
書
解
読
講
座
Ⅰ
（
全
４
回
）

①
・
②
７
／
１

③
・
④
７
／
８

◇
古
文
書
解
読
講
座
Ⅱ
（
全
４
回
）

①
・
②
７
／

③
・
④
７
／

15

22

会
場
：
公
文
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

◇
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

①
７
／

②

／

29

10

28

会
場
：
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

古
文
書
解
読
講
座
は
午
前
一
〇
時
半
～
一
二
時
、
午

後
一
時
半
～
三
時
の
開
催
で
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

は
午
後
一
時
半
～
三
時
の
開
催
で
す
。

テ
ー
マ
・
講
師
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
月
下
旬

に
館
内
掲
示
や
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
申
込
み

は
そ
れ
以
降
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
文
書
館
講
座
の
お
知
ら
せ

【発行】

秋田県公文書館

2016.5
第 71号

右
・
観
光
客
で
賑
わ
う
上
田
城

（
平
成
二
七
年
撮
影
）

下
・
「
真
田
昌
幸
書
状
」

六
月
七
～
一
三
日
は
特
別
整
理
期
間
の
た
め

休
館
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
弟
駿
河
大
納
言
忠
長
が
兄
家

光
に
反
発
し
、
常
州
高
崎
に
幽
居
の
後
、
自
害
し
た
事

件
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
忠
長
に

仕
え
た
遺
臣
の
動
向
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
諸
家
の
系
図
を
紐
解
く
う
ち
に
、
初
期

秋
田
藩
士
の
中
に
そ
の
血
脈
を
受
け
継
ぐ
家
が
存
在
し

た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
明
和
・
安
永
期
に
藩
家
老
を
務
め
た
土
屋
知

虎
の
先
祖
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
文

化
二
年
（
一
八
〇
五
）
土
屋
知
寄
が
提
出
し
た
「
平
姓

土
屋
氏
系
図
」
（
Ａ
二
八
八
．
二
―
三
五
一
）
に
基
づ

き
見
て
ゆ
き
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
土
屋
氏
に
な
る
以
前
の
本
姓
は
秀
郷
流

藤
原
氏
の
分
流
で
あ
る
小
野
寺
氏
で
し
た
。
系
図
の
初

代
と
な
る
道
貞
の
通
称
は
弥
五
左
衛
門
で
あ
り
、
寛
永

七
年
（
一
六
三
〇
）
父
道
白
の
子
供
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
父
道
白
の
仕
え
る
徳
川
忠
長
の
自
害

に
よ
っ
て
四
歳
に
し
て
流
浪
の
身
と
な
り
ま
し
た
。
寛

永
一
四
年
八
歳
の
と
き
、
縁
あ
っ
て
江
戸
に
出
て
幕
臣

土
屋
忠
兵
衛
知
定
に
養
育
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
土
屋
知
定
に
は
子
供
が
な
く
、
道
貞
を
嗣
子
に
し

よ
う
と
願
い
出
ま
し
た
が
、
罪
人
の
遺
臣
の
子
供
ゆ
え

幕
府
の
許
可
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
が
て
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
将
軍
家
光
の
死

去
に
よ
り
、
道
貞
は
宇
和
島
藩
伊
達
左
京
亮
宗
則
の
招

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

忠
長
卿
遺
臣
の
血
脈

―
「
平
姓
土
屋
氏
系
図
」
な
ど
か
ら
―

き
で
そ
の
地
に
赴
き
、
禄
高
二
百
五
十
石
の
好
待
遇
を

得
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
土
屋
家
に
戻
り
寄
食
し
ま

す
。
延
宝
期
に
な
り
津
軽
信
政
に
仕
え
、
最
後
は
貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）
、
嫡
子
知
道
の
居
宅
で
波
乱
の
生

涯
を
終
え
ま
し
た
。
彼
の
一
生
を
眺
め
て
感
ず
る
の
は
、

才
能
を
買
わ
れ
て
諸
侯
の
好
待
遇
を
請
け
な
が
ら
、「
故

あ
っ
て
」
短
期
間
で
職
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
こ
ま
で
忠
長
卿
事
件
の
影
を
引
き
ず

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

嫡
子
知
道
の
時
代
に
な
る
と
、
時
代
の
空
気
も
変
わ

り
、
秋
田
藩
主
に
仕
え
世
子
の
近
習
を
務
め
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
彼
は
幼
年
期
に
土
屋
知
定
の
養
孫
と
し

て
土
屋
姓
を
名
乗
り
、
「
知
」
の
一
時
を
名
に
加
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
間
接
的
に
証
明
す
る
資
料
と
し
て
は
、

「
土
屋
氏
文
書
写
」
（
県
Ａ
一
四
七
）
中
の
「
梅
津
半

右
衛
門
忠
宴
書
」
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
延
宝
年
間

と
推
定
さ
れ
る
こ
の
文
書
は
、
忠
宴
か
ら
道
貞
（
小
野

寺
弥
五
左
衛
門
）
に
充
て
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

内
容
は
「
貴
様
御
子
息
末
々
は
徳
寿
丸
殿
（
義
処
）
相

手
ニ
も
」
任
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
し

か
し
、
知
道
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
二
十
八
歳
の

若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

そ
の
子
供
知
見
は
藩
主
義
処
の
時
代
に
宿
老
に
な
っ

た
と
さ
れ
ま
す
が
、
歴
代
宿
老
の
中
に
そ
の
名
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
彼
に
は
子
供
が
な
く
後
藤
家
か
ら
養
子

を
迎
え
知
虎
と
名
乗
ら
せ
ま
し
た
。
こ
こ
に
忠
長
卿
遺

臣
の
血
脈
は
途
絶
え
ま
し
た
。

以
上
、
忠
長
卿
事
件
に
関
わ
っ
た
秋
田
藩
士
土
屋
家

の
苦
悩
の
道
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
一
つ
の
事
件
が

多
く
の
牢
人
を
生
み
出
し
、
諸
国
に
波
及
し
た
こ
と
を

思
う
に
つ
け
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
加
藤
民
夫
】

上・「平姓土屋氏系図」より作成

下・「梅津半右衛門忠宴書」
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土
屋
氏
系
図
抄
録

本
ハ
藤
原
姓
小
野
寺
氏

後
二
平
姓
土
屋
氏
ヲ
名
乗
ル

○
道
貞
（小
野
寺
大
学
・
弥
五
左
衛
門
）

寛
永
七
（一
六
三
〇
）
～
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
五
十
八
歳

○
知
道
（
五
郎
八
・蔵
人
）

寛
文
七
（
一
六
六
七
）～
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
二
十
八
歳

○
知
見
（喜
世
之
助
・
冨
之
丞
・
蔵
人
主
）

元
禄
二
（
一
六
八
九
）
～
元
文
三
（一
七
三
八
）
五
十
歳

○
知
虎
（外
之
助
・
冨
之
丞
・
弥
五
左
衛
門
）

享
保
九
（
一
七
二
四
）
～
寛
政
六
（
一
七
九
四
）七
十
一
歳

（
以
下
略
）


